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青年期における自己像と時間的展望の関連について

要約
　本研究では，現代の青年がどのような時間的展望を持っており，個人の時間的展望に何が影響を
与えているかについて知るために，現代青年期における自己像と時間的展望の関連について，杉山

（1995）と比較することと新たに性差について検討することを目的とした。その結果，各自己像間
のズレが個人の時間的態度に影響を及ぼすことが明らかになった。性差についても男性と女性では
自己像間のズレと時間的態度との間に異なる様相を呈していることが明らかとなり， 女性において
は現在に失望しやすく将来にも悲観しやすい反面，将来の自己評価を肯定的に予想できると考えら
れた。また、他の要因との関わりも予測され，さらなる検討の必要性が考えられた。
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問題と目的
１．時間的展望とは
　時間的展望（Time perspective）とは，一般
的には「ある一定の時点における個人の心理学
的過去および未来についての見解の総体」と定
義されている（Lewin，1951）。時間的展望の
研究には大きく分けて２つの方向があると考え
られているが，それには主に将来への展望の広
がりや密度などの内容に関する認知的な側面に
ついての研究と，過去・現在・未来がどのよう
に関連しているかという情緒的側面についての
研究が挙げられており，後者は特に自我同一性
の問題と関連していると考えられている（都筑，
1982）。また，白井（1997）によれば，時間的
展望は①狭義の展望，②時間的態度，③時間的
指向性，④狭義の時間知覚に分けて考えられて
いる。このように，時間的展望に関する用語は
数多く，それぞれがニュアンスの違いを含んで
おり，定義を明確にすることは難しいという（園
田，2007）。本研究においては，時間的展望の

一側面である時間的態度を時間的展望を測定す
る指標として使用し，時間的態度については“過
去・現在・未来に対する感情的評価，あるいは
将来または過去の事象に関する肯定的・否定的
評価の総体”という白井（1997）の定義を用い
た。

２．自己像と時間的展望との関連
　杉山（1996）によれば，自己概念は必ずしも
現在の自己に関する情報だけに基づくのではな
く，過去の自己や未来の自己についても，その
全体としての自己概念の在り方に関わっている
と述べた。また彼は過去や未来の自己という自
己認知の側面は，自己概念の一部として動機づ
けや感情とも深い関連を持ち，その一方で，現
在の自己に関する認知自体にも影響を与えてい
ることを指摘した。Rogers（1951）によれば，
自己概念とは“自己の経験が象徴化した形で表
された全体像”と定義し，理想自己と現実自己
とのズレの大きさを不適応の指標として重視し
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た（Rogers，1959）。自己像間のズレの大きさ
が不適応に関連していることを実証した研究は
数多くみられるが，Higginsら（1985，1986，
1987）の自己不一致の種類と不快感情の種類の
結びつきについての一連の研究では，現在自己
と理想自己とのズレによって，悲しみ，失望，
不満，恥，困惑などネガティブな感情が生じる
ことを明らかにしている（榎本，2000）。

３．青年期における時間的展望と自己像と自我
同一性との関連

　青年期とは目標を再構成し，自己の主体性を
発 達 さ せ る 時 期 で あ る（Nurmi，2004）。
Erikson（1959）によれば，この時期に期待さ
れるのは，同一性の危機や葛藤を乗り越え，自
己の統合したイメージを持つことで，自我同一
性を確立することであると述べた。白井（2008）
によれば，自我同一性の拡散症状の中の１つに
時間的展望の拡散があり，これは時間を経てい
く感覚が極めて不安定な状態を指していること
から，時間的展望が青年期の発達を論じる際の
ポイントとなっている。
　武知（2008）によれば，青年期の女性は公的・
理想的には男女平等でも，私的・現実的には結
婚・出産・家事・育児が期待されることが多い
など，女性の生き方に対する価値は混乱し，拡
散していると述べ，女性の実際の生き方も多様
化しているとした。このように選べるといえば
選べる状態になり，自分の母親の生き方をその
ままモデルにすることも困難な中，青年期から
成人期に移行しようとする女子にとっての生き
にくさが指摘されている（柏木・伊藤，2001，
岡本・松下，2002）。生きにくさをもたらす要
因の１つに，男性には一貫している学業や職業
生活での成功への期待が，女性では変化する，
あるいは複数に分化するという二重規範がある。
そこでは，勉強も仕事も頑張って，結婚もし，
育児も大切にしようといった具合に，現在の日
本の労働環境や夫婦の家事分担の実情からする
と達成が大変難しい，過重な期待をかけられる
ことがあるという（大野，2001）。また女性の

場合，結婚や出産など予測が立てにくいライフ
イベントの影響も大きく，自分以外の要因によ
り影響を受けるため，男性よりも将来を展望す
ることが難しく，変更を余儀なくされることも
ありうるだろうと述べている（武知，2008）。 
　以上のことも踏まえ，近年ではこの時間的展
望に関する様々な研究が行われているが，その
中でも時間的展望と自己との関連を扱う内容が
増えてきている。そうした研究の１つには，セ
ルフ・ディファレンシャル尺度（長島・藤原・
原野・斎藤・堀，1967）を自己像の指標とし，
自己像と時間的態度との関連を検討した杉山

（1995）がある。彼は，時間的展望の規定要因
としての自己概念を，現在の自己と未来の自己
の相互関連の中で捉えることを目的とし，個人
が認識する自己像のズレと時間的態度との関連
について検討した。18歳から23歳の大学生240
名（男性114名，女性126名）を対象とし，時間
的態度については小宮山（1989）の個人の過去・
現在・未来への態度を測る尺度を用いて行った。
杉山（1995）は，自己像を３つに分類しており，
過去の自分はどんな人間であったかという自己
認知を反映したものを“過去の自己像”，現在
の自分をどんな人間だと思っているかを反映し
たものを“現在の自己”とした。また“未来の
自己像”については，そうなりたいという願望
である“理想自己”と，実際にはこうなってい
るであろうという“予想自己”の２つに分けた。
その結果，現在自己と理想自己の間のズレが大
きいほど，個人の現在への態度はネガティブに
なることを明らかにした。また，予想自己と理
想自己とのズレが大きいほど個人の未来への態
度はネガティブになるが，現在自己と予想自己
とのズレが大きいほど，個人の未来への態度は
ポジティブになることを示した。このことから，
予想自己と理想自己のズレと個人の未来への態
度の関連については，未来においてそのズレを
埋められるだろうと期待することで，個人の未
来への態度はポジティブになると述べた。また，
現在自己と予想自己のズレと個人の未来への態
度との関連からも，個人の未来への態度にポジ
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ティブな影響を及ぼしているのは，未来の自己
に対する“期待”なのではないかと論じている

（杉山，1995）。
　さらに，自我同一性混乱尺度（砂田，1979）
により自我同一性レベル高群・低群に分けて，
自我同一性の違いによる自己像間のズレと時間
的態度との関連についても検討しているが，自
我同一性レベル高群・低群どちらにおいても，
予想自己と理想自己の間のズレと個人の未来へ
の態度との関連を見出せなかった。一方，自我
同一性レベル低群では，現在自己と理想自己の
間のズレが大きいほど個人の現在への態度はネ
ガティブになったのに対し，自我同一性レベル
高群では関連がみられないことが明らかとなっ
た。これらの違いから，現在自己と理想自己の
ズレと自我同一性レベルとの間には関連がある
ことを示唆している（杉山，1995）。

４．本研究の目的
　本研究では，20年前の杉山（1995）研究と比
較することで，現代の青年がどのような時間的
展望を持っており，個人の時間的展望に何が影
響を与えているのか検討することを目的とする。
杉山（1995）の研究から20年ほど経過したが，
当時の青年はバブル期を経験しており，好景気
を育ってきた青年と，今日のバブル期以降の環
境で育ってきた青年との間には，将来に対する
期待や見通しの持ちづらさなど，20年前とは異
なる様相を呈することが予測される。そのため，
本研究では，異なる時代背景を持つ青年につい
て比較検討する。また，見通しの持ちにくい現
代青年においても，特に男性は社会の中で職業
中心に生きていくことに価値を置く傾向が強く，
そのため，先行きの見えない現代社会の影響を
より強く受けることが推測される。一方の女性
では，家庭や職業など複数の役割を比較選択し
ながら生きていく価値を持つ傾向が強いことで，
多重役割による葛藤が生じやすくなると同時に，
多様な未来を思い浮かべやすいのではないかと
考えられる。このように先の見通しの持ちにく
い時代だからこそ，時間的展望のあり方にも男

性と女性で違いがみられるのではないかと考え
る。そのため，本研究では杉山（1995）は検討
していなかった性差についても検討したい。
　以上のことから，以下の仮説を立て検証する。
仮 説１：現在自己と理想自己のズレが大きいほ

ど，個人の現在への態度はネガティブになる。
仮 説２：予想自己と理想自己のズレが大きいほ

ど，個人の未来への態度はネガティブになる。
仮 説３：自我同一性レベルの高群の人では，現

在自己と理想自己のズレと個人の現在への態
度の相関はみられないが，自我同一性レベル
低群の人では，現在自己と理想自己のズレが
大きいほど，個人の現在への態度はネガティ
ブになる。

方法
調 査対象者　関西近郊の大学生または大学院生
（18〜26歳）を対象とした。有効回答者236名
（男性118名，女性118名，平均年齢20.2歳，
標準偏差1.29）となった。

調 査 期 間　2015年9月〜10月
手 　続　き　質問紙法で実施した。質問紙は講

義内に配布し，その場で回答を求める方法と，
知人や友人に依頼して個別に手渡し，または
郵送にて配布し，後日回収する方法の２通り
で行った。所要時間は15〜20分程度であった。

調査内容
① フェイスシート　年齢，性別，学科，回生に

ついて尋ねた。
② 時間的態度の測定　SD法の形式を使用し，

小宮山（1989）の時間次元に関する評価因子
から代表的な３項目（明るい−暗い，美しい
−醜い，良い−悪い）を選択し，７段階で回
答を求め，“あなたの過去”“あなたの現在”“あ
なたの未来”についてそれぞれ評定しても
らった。提示の際には光背効果を考慮して，
形容詞の順序と方向はランダムにして測定し
た。

③ 自己像の測定　長島ら（1967）の大学生を対
象としたセルフ・ディファレンシャル尺度に
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よって測定する。「鈍感な−敏感な」など複
数の修飾対からなる修飾語47対の中から，「向
性」，「情緒安定性」，「強靭性」，「誠実性」，「過
敏性」，「理知性」の６因子それぞれから，因
子負荷量の高い項目を３つ挙げ，計18対を使
用した。提示の際には光背効果を考慮して，
形容詞の順序と方向はランダムにして７件法
で測定した。本研究では，杉山（1995）にな
らい，現在の自分をどんな人間だと思ってい
るかを反映したものを“現在自己”とし，未
来の自己像については，そうなりたいという
願望である“理想自己”，実際にはこうなっ
ているであろうという“予想自己”に分類し
た。手順としては，“現在自己”“理想自己”
についての年齢の評定を行い，次にそれらの
想定年齢について判断させた。このように現
在と理想の自己像の存在時期を明確にした上
で，「ここまでは“理想のあなた”について
答えてもらいました。それでも，その“理想
のあなた”の時期に，あなたは実際にはどう
いう人間になっていると思いますか。その“予
想のあなた”についてお答えください」とい
う教示を与え，予想の自己像についての評定
を行い，“予想自己”の想定年齢についても
判断させた。

④ 自我同一性の測定　砂田（1979）の自我同一
性混乱尺度を用いて行った。34項目よりなる
１次元の尺度を使用した。反応は３件法とし，
同一性混乱を示している「はい」の反応を２
点，「どちらでもない」を１点，「いいえ」を
０点とした。

結果
　はじめに“理想自己”と“予想自己”を未来
の自己と定義したので，それを「各自己像の存
在時期」の対比によって確認した。その結果，
理想自己，予想自己の年齢が現在自己の年齢以
下となるケースはなかった為，対象者236名の
まま分析を進めた。各自己像の想定年齢の平均
は，現在自己で20.3歳（標準偏差1.42），理想自
己では26.3歳（標準偏差4.68），予想自己では

27.0歳（標準偏差5.96）であった。そのうち，
男性における各自己像の想定年齢の平均は，現
在自己で19.9歳（標準偏差1.32），理想自己で
26.9歳（標準偏差5.54），予想自己で28.2歳（標
準偏差7.24）であった。女性における各自己像
の想定年齢の平均は，現在自己は20.6歳（標準
偏差1.44），理想自己は25.7歳（標準偏差3.61），
予想自己は25.7歳（標準偏差3.99）であった。

１．時間的態度の測定
　時間的態度の測定に関して，主成分分析を
行った結果（表１），１因子性が強いと考えら
れたので，各３項目の単純合計を過去・現在・
未来への態度得点とした。得点が高いほど，ポ
ジティブな態度を示す。なおCronbachのα係
数は，個人の過去への態度がα＝.77，個人の
現在への態度がα＝.83，個人の未来への態度
がα＝.91と高い内的整合性が認められた。時
間的態度得点は３点から21点までの値をとり得
るが，個人の過去への態度の平均は12.7点（標
準偏差3.23），個人の現在への態度の平均は14
点（標準偏差3.25），個人の未来への態度の平
均は14点（標準偏差3.59）であった。

表１．個人の過去・現在・未来への態度の主成分分析

個人の過去
への態度

個人の現在
への態度

個人の未来
への態度

項目内容 因子負荷量 因子負荷量 因子負荷量

悪い−良い .857（4.49） .912（4.86） .935（4.56）

暗い−明るい .857（4.26） .870（4.34） .934（4.68）

醜い−美しい .764（3.93） .806（4.79） .903（4.75）

固有値2.05 固有値2.24 固有値2.56

（　　）内は平均値

２．現在自己・理想自己・予想自己の各自己像
の構造比較

　現在自己・理想自己・予想自己のそれぞれに
関して「セルフ・ディファレンシャル尺度」の
18項目についての因子分析（主因子法・バリマッ
クス回転）を行った。その結果，解釈可能性か
ら各自己像において５因子を抽出した。
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２－１．現在自己の構造
　第１因子は「たくましい−弱々しい」などの
５項目で，強靭で意欲的な側面を代表する項目
の負荷が高かった。第２因子は「静かな−にぎ
やかな」などの３項目で，社会性の中の向性に
対応した項目の負荷が高かった。第３因子は「感
覚的な−理知的な」などの３項目，理性や落ち
着きに関する項目の負荷が高かった。第４因子
は「感情的な−理性的な」などの３項目で，精
神的に健康なイメージなど，ポジティブな情動
の存在が窺われる項目の負荷が高かった。第５
因子は「不真面目な−まじめな」などの４項目
で，道徳性に関するものや社会的成熟に関する
ものからなる項目の負荷が高かった。これらの
結果は長島ら（1967）の因子分析と概ね類似し
ていたことから，長島らと同様に第１因子を「強
靭性」，第２因子を「向性」，第３因子を「理知
性」，第４因子を「情緒安定性」，第５因子を「誠
実性」と命名した。さらに，下位検査ごとにク
ロンバックのα係数を求めた。「強靭性」はα
＝.76，「向性」はα＝.82，「理知性」は，α＝.78，

「情緒安定性」はα＝.67「誠実性」はα＝.61 と，
どれも高いことから一定程度の信頼性が確認さ
れた。
２－２．理想自己の因子構造
　第１因子は「元気な−病弱な」などの７項目
で，強靭で意欲的な側面を代表する項目の負荷
が高かった。第２因子は「静かな−にぎやかな」
などの３項目で，社会性の中の向性に対応した
項目の負荷が高かった。第３因子は「冷たい−
暖かい」などの２項目で，精神的に健康なイメー
ジなど，ポジティブな情動の存在が窺われる項
目の負荷が高かった。第４因子は「感情的な−
理性的ななどの３項目で，理性や落ち着きに関
する項目の負荷が高かった。第５因子は「不誠
実な−誠実な」などの３項目で，道徳性に関す
るものや社会的成熟に関するものからなる項目
の負荷が高かった。これらの結果は長島ら

（1967）の因子分析と概ね類似していたことか
ら，長島らと同様に第１因子を「強靭性」，第
２因子を「向性」，第３因子を「情緒安定性」，

第４因子を「理知性」，第５因子を「誠実性」
と命名した。さらに，下位検査ごとにクロンバッ
クのα係数を求めた。「強靭性」はα＝.89，「向
性」はα＝.73，「情緒安定性」は，α＝.79，「理
知性」はα＝.65，「誠実性」はα＝.67と，どれ
も高いことから一定程度の信頼性が確認された。
２－３．予想自己の因子構造
　第１因子は「たくましい−弱々しい」などの
６項目で，強靭で意欲的な側面を代表する項目
の負荷が高かった。第２因子は「不誠実な−誠
実な」などの３項目で，道徳性に関するものや
社会的成熟に関する項目の負荷が高かった。第
３因子は「無口な−おしゃべりな」などの３項
目で，社会性の中の向性に対応した項目の負荷
が高かった。第４因子は「感情的な−理性的な
などの３項目で，理性や落ち着きに関する項目
の負荷が高かった。第５因子は「自分勝手な−
思いやりのある」などの３項目で，精神的に健
康なイメージなど，ポジティブな情動の存在が
窺われる項目の負荷が高かった。これらの結果
は長島ら（1967）の因子分析と概ね類似してい
たことから，長島らと同様に第１因子を「強靭
性」，第２因子を「誠実性」，第３因子を「向性」，
第４因子を「理知性」，第５因子を「情緒安定性」
と命名した。さらに，下位検査ごとにクロンバッ
クのα係数を求めた。「強靭性」はα＝.85，「誠
実性」はα＝.68，「向性」は，α＝.78，「理知性」
はα＝.68「情緒安定性」はα＝.73と，どれも高
いことから一定程度の信頼性が確認された。

３．自己像のズレの算出
　自己像のズレについては，砂田（1979）や松
田・広瀬（1982）にならい，セルフ・ディファ
レンシャル尺度を利用し，現在自己・理想自己・
予想自己の各自己像のズレを測定した。先述の
因子分析の結果から，本研究の各自己像は，杉
山（1995）と同様の因子構造となった。しかし，
現在自己，理想自己，予想自己の各因子におけ
る項目内容に違いがみられた。そこで，杉山

（1995）では，因子ごとの得点差の２乗を合計
していたが，本研究では各項目の得点差の２乗
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を合計し，平方根（Dis＝√∑d²：以下，Disス
コア）を各自己像のズレとした。まず，現在自
己と理想自己のDisスコア，現在自己と予想自
己のDisスコア，予想自己と理想自己のDisスコ
ア，以上の３つのDisスコアを算出した。

４．自我同一性レベル高群・低群の分類
　自我同一性混乱尺度については，各項目得点
と当該の項目得点を除く合計得点との相関を算
出した結果，２つの項目（一生の仕事について
たびたび志を変えた，待たされるととてもイラ
イラする）に関しては相関が有意ではなかった
ので，その項目を除外した。それ以外の32項目
は１％水準で有意な相関を持っていたため，32
項目の合計得点を同一性混乱の指標として採用
した。得点が高いほど自我同一性が混乱してい
ることを表す。全体のα係数はα＝.85となり，
内的整合性が認められた。得点分布は正規分布
に近かったので，上位・下位約30％ずつで被検
者を分割し，低得点の30％の被検者群を自我同
一性レベル高群（ｎ＝69），高得点30％の被検
者群を自我同一性レベル低群（ｎ＝73）とした。

５．各自己像と個人の時間的態度との関連
　全体のデータにおいて三つのDisスコア
は，.17から.75までの相関が認められたので，
他の二つのDisスコアを統制して各Disスコアと
時間的態度の間の偏相関係数を算出した（表
２）。結果から，個人の過去への態度，個人の
現在への態度，個人の未来への態度それぞれに
おいて，現在自己と理想自己のDisスコアとの
間に有意な負の関連がみられた（個人の過去へ
の態度r＝−.13，p＜.05，個人の現在への態度r
＝−.19，p＜.01， 個人の未来への態度r＝−.21，
p＜.01）。したがって，現在自己と理想自己の
間のズレが大きいほど，個人の過去への態度，
個人の現在への態度，個人の未来への態度はそ
れぞれネガティブになることが明らかとなった。
また，予想自己と理想自己のDisスコアと個人
の過去への態度，個人の現在への態度，個人の
未来への態度との間に有意な関連はみられな

かった。したがって，予想自己と理想自己のズ
レと個人の未来への態度には関連がみられな
かった。

６．自我同一性レベル高群・低群による各自己
像と個人の時間的態度との関連

　個人の自我同一性レベル高群・低群に分類し
た上で，他の二つのDisスコアを統制して，各
Disスコアと時間の時間的態度の間の偏相関係
数を算出した（表３）。結果から，現在自己と
理想自己のDisスコア，現在自己と予想のDisス
コア，予想自己と理想自己のDisスコアと個人
の過去への態度，個人の現在への態度，個人の
未来への態度については，すべてにおいて自我
同一性レベル高群・低群どちらも有意な相関は
みられなかった。続けて，自我同一性レベル高
群・低群によって自己像のズレ（Disスコア）
を比較した。t検定の結果，現在自己と理想自
己のDisスコア（t(140)＝−6.14，p＜.01），現在
自己と予想自己のDisスコア（t(140)＝−2.34，p
＜.05），理想自己と予想自己のDisスコア（t(140)
＝−4.04，p＜.01），それぞれにおいて自我同一
性レベル高群・低群の差が有意であった。つま
り，自我同一性レベル低群の人ほうが自我同一
性レベル高群の人よりも，現在自己と理想自己
のズレ，現在自己と予想自己のズレ，理想自己
と予想自己のズレが大きいことが示された。さ
らに，現在自己，理想自己，予想自己のそれぞ
れについて自我同一性レベル高群・低群の違い
を検討するために，各自己像の平均得点につい
て比較した。t検定の結果，現在自己の平均得
点（t(140)＝9.43，p＜.01）と予想自己の平均得

表２．  各自己像間のズレ（Disスコア）と時間的態度
との偏相関

過去への
態度

現在への
態度

未来への
態度

全体（n＝236）

［現在自己−理想自己］ −.13＊ −.19＊＊ −.21＊＊

［現在自己−予想自己］ −.01 .09 .11

［予想自己−理想自己］ −.00 .07 .03
＊p＜.05　＊＊p＜.01
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点（t(140)＝6.01，p＜.01）で有意差がみられた。
一方，理想自己の平均得点では有意差は見られ
なかった。つまり，自我同一性レベル高群の人
のほうが自我同一性レベル低群の人よりも，現
在自己の平均得点や予想自己の平均得点が高い
ことが示された。

７．自己像のズレと時間的態度の比較における
性差

　男女について他の二つのDisスコアを統制し，
各Disスコアと時間的態度との偏相関係数を求
めると，著しい性差が認められた（表４）。男
性においては，現在自己と理想自己のDisスコ
アと個人の過去への態度と有意な負の関連がみ
られた（r＝−.19，p＜.05）。つまり，男性にお
いては現在自己と理想自己のズレが大きいほど
過去への態度はネガティブになることが示され
た。しかし，現在自己と理想自己のDisスコア
において，個人の現在への態度や，個人の未来
への態度との間には有意な相関はみられなかっ
た。また，現在自己と予想自己のDisスコアと
個人の過去への態度，個人の現在への態度，個
人の未来への態度において有意な関連はみられ
なかった。さらに，理想自己と予想自己のDis
スコアと個人の過去への態度，個人の現在への
態度，個人の未来への態度それぞれの間におい
ても有意な関連はみられなかった。
　女性においては，現在自己と理想自己のDis
スコアが個人の現在への態度と個人の未来への
態度との間に有意な相関を示しており，現在と
理想のズレが大きいほど，個人の現在への態度
や個人の未来への態度はネガティブになるとい
う負の関係にあった（個人の現在への態度r＝
−.35，p＜.001，個人の未来への態度r＝−.35，
p＜.001）。しかし，現在自己と理想自己のDis
スコアと個人の過去への態度との間には関連が
みられなかった。また，女性では現在自己と予
想自己のDisスコアが個人の現在への態度と個
人の未来への態度との間に有意な正の関連を示
した（個人の現在への態度r＝.27，p＜.01，個
人の未来への態度r＝.29，p＜.01）。つまり，現

在自己と予想自己のズレが大きいほど個人の現
在への態度や個人の未来への態度はポジティブ
になることが示されたが，個人の過去への態度
とは関連がみられなかった。さらに，女性では
予想自己と理想自己のDisスコアにおいて，個
人の現在への態度との間に有意な正の関連がみ
られた（r＝.22，p＜.05）。つまり，女性では予
想自己と理想自己のズレが大きいほど，個人の
現在への態度はポジティブになることが示され
たが，個人の過去への態度と個人の未来への態
度との間には関連はみられなかった。続けて，
表４に示したように男性と女性で偏相関に差が
みられたので，各Disスコアを比較した。t検定
の結果，現在自己と理想自己のDisスコアにお

表３．  自我同一性レベル高群·低群における各自己像
のズレ（Disスコア）と時間的態度との偏相関

過去への
態度

現在への
態度

未来への
態度

自我同一性レベル高群（n＝69）

［現在自己−理想自己］ −.06 −.08 −.06

［現在自己−予想自己］ −.14   .12 .04

［予想自己−理想自己］ −.14  .12 .12

自我同一性レベル低群（n＝73）

［現在自己−理想自己］ −.09 −.16 −.19

［現在自己−予想自己］  .05 .14 .21

［予想自己−理想自己］ −.05 .07 .06
＊p＜.05　＊＊p＜.01

表４．  性別の各自己像のズレ（Disスコア）と時間的
態度との偏相関

過去への
態度

現在への
態度

未来への
態度

男性（n＝118）

［現在自己−理想自己］ −.19＊ −.06 −.16

［現在自己−予想自己］ .05 .27 .29

［予想自己−理想自己］ −.06 .22 .17

女性（n＝118）

［現在自己−理想自己］  −.10 −.35＊＊ −.35＊＊

［現在自己−予想自己］  　.05 .27＊＊ .29＊＊

［予想自己−理想自己］  −.05 .22＊ .17
＊p＜.05　＊＊p＜.01
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いてのみ性差が有意であった（両側検定：
t(234)＝2.423，p＜.05）。つまり，女性のほうが
男性よりも現在自己と理想自己のズレが大きい
ことが示された。また，現在自己，理想自己，
予想自己，それぞれについての性差を検討する
ために，各自己像の得点についてt検定を行っ
た（表５）。結果から，理想自己の合計得点に
おいてのみ性差は有意であった（t(234)＝4.35，
p＜.01）。つまり，女性のほうが男性よりも理
想自己の得点が高いことが示された。さらに，
各自己像における性差を検討するために，各因
子における性差についてのt検定を行った。結
果から，現在自己の「理知性」，理想自己の「強
靭性」，理想自己の「情緒安定性」，理想自己の

「誠実性」，予想自己の「誠実性」において性差
が有意であった。つまり，女性のほうが男性よ
りも理想自己の「強靭性」，理想自己の「情緒
安定性」，理想自己の「誠実性」，予想自己の「誠
実性」が高く，同時に，男性のほうが女性より
も現在自己の「理知性」が高いことが示された。

表５．  性別による各自己像と各因子の平均得点の検
定結果

　 因子
性別

男性
（n＝118）

女性
（n＝118） t（234） 

現在自己

「強靭性」 4.07（0.8） 3.93（1.1） −1.13
「向性」 4.16（1.3） 4.32（1.3） 1.01
「理知性」 4.16（1.1） 3.73（3.7） −2.84＊＊

「情緒安定性」 4.52（0.9） 4.59（4.6） 0.58
「誠実性」 4.43（0.8） 4.51（4.5） 0.75

現在自己の平均得点 4.25（0.5） 4.20（0.7） −.634

理想自己

「強靭性」 5.59（1.0） 6.07（0.6） 4.38＊＊

「向性」 5.11（1.0） 5.25（0.9） 1.09
「理知性」 4.47（1.3） 4.72（1.0） 1.66
「情緒安定性」 5.47（1.1） 5.98（0.9） 3.88＊＊

「誠実性」 5.36（1.0） 5.67（0.7） 2.81＊＊

理想自己の平均得点 5.27（0.7） 5.63（0.5） 4.35＊＊

予想自己

「強靭性」 4.54（1.0） 4.64（1.0） 1.46
「向性」 4.53（1.1） 4.74（1.0） 1.59
「理知性」 4.34（1.1） 4.15（1.0） −1.44
「情緒安定性」 4.85（0.9） 5.06（0.9） 1.75
「誠実性」 4.80（1.0） 5.12（0.8） 2.78＊＊

予想自己の平均得点 4.60（0.7） 4.73（0.7） 1.41.
＊p＜.05 　＊＊p＜.01（　）内は標準偏差

考察
１．各自己像と時間的態度との関連について
　まず仮説１について検討する。仮説１の「現
在自己と理想自己のズレが大きいほど，個人の
現在への態度はネガティブになる」は支持され
た。これは杉山（1995）の結果とも一致する。
また同時に，現在自己と理想自己のズレが大き
いほど，個人の過去への態度や個人の未来への
態度がネガティブになることも示された。これ
らのことは，現在自己と理想自己の間にズレが
大きいほど，過去については“後悔”，現在に
ついては無力感や葛藤，未来に対しては展望を
描きづらいために，個人の過去・現在・未来へ
の態度がそれぞれネガティブになるのだと考え
られる。
　次に仮説２について検討する。仮説２：「予
想自己と理想自己のズレが大きければ，個人の
未来への態度がネガティブになる」については
支持されなかった。杉山（1995）は，予想自己
と理想自己のズレの大きさが個人の未来への態
度にネガティブな影響を及ぼしており，これは
予想自己と理想自己のズレは未来においてそれ
だけ目標に近づくことができるかという期待を
反映しているからだと述べている。しかし，本
研究では予想自己と理想自己のズレと個人の未
来への態度との関連はみられなかった。つまり，
杉山（1995）の考察とは異なる結果を得た。こ
れらのことは，社会情勢や雇用状況の不安定な
現代社会において，未来を予測することは困難
であるから，現代青年では遠い先の未来に期待
することが難しくなっていることが考えられる。
　続いて，仮説３について検討する。仮説３「自
我同一性レベルの高群の人では，現在自己と理
想自己のズレと個人の現在への態度の相関はみ
られないが，自我同一性レベル低群の人では，
現在自己と理想自己のズレが大きいほど，個人
の現在への態度はネガティブになる」について
は支持されなかった。杉山（1995）の研究では，
自我同一性レベル低群では，現在自己と理想自
己のズレが大きいほど個人の現在への態度はネ
ガティブになったが，自我同一性レベル高群で
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は，現在自己と理想自己のズレと個人の現在へ
の態度に関連はみられなかった。しかし，本研
究では，自我同一性レベル高群・低群どちらに
おいても，各自己像のズレと，個人の過去への
態度，個人の現在への態度，個人の未来への態
度との間に関連はみられなかった。このことは，
自我同一性レベル高群の人のほうが自我同一性
レベル低群の人よりも，現在自己や予想自己の
得点が高く，理想自己の得点には両群で差はな
いことからも，自我同一性が混乱していない人
は混乱している人に比べて，現在自己に対して
満足度が高く，現在自己の先にある予想自己に
対してもある程度の期待や希望を持てているの
ではないかと考えられる。一方，自我同一性レ
ベル低群の人は，自我同一性レベル高群の人よ
りも，現在自己と理想自己のズレが大きいこと
も示された。このことは自我同一性が混乱して
いる人は，混乱していない人よりも現在自己に
対する満足度が低く，理想との落差が大きいこ
とを示していると思われる。それにもかかわら
ず，現在自己と理想自己のズレの大きさが個人
の現在へのネガティブな態度につながらないの
は，現在に満足しているからではなく，理想を
描くことすら難しいためであり，無力感の強さ
の表れと考えられる。そのため，現代社会での
見通しの立ちにくさは，自我同一性が混乱して
いる人の中でも， より自我同一性の混乱が大き
い人に、未来への期待を持ちにくくさせる方向
に影響すると考えられる。よって、現在自己と
理想自己のズレの大きさと個人の現在への態度
との間にも関連はみられなくなり，杉山（1995）
とは異なる結果になったと考えられる。

２．自己像間のズレと時間的態度における性差
についての考察

　本研究においては，現在自己・理想自己・予
想自己の各自己像のズレと時間的態度の性差に
ついて検討を行った。
　女性では，現在自己と理想自己の間にズレが
大きいほど，個人の現在への態度や個人の未来
への態度がネガティブになること，女性のほう

が男性よりも理想自己の得点が高いことや，女
性のほうが男性よりも現在自己と理想自己のズ
レが大きくなることが明らかとなった（表４，
表５）。これらのことから，現代の女性は仕事・
結婚・出産などの多様なライフコースを持って
おり，理想を思い描く余地は男性より大きいが，
現在自己と理想自己の間にズレが生じやすく，
理想が実現できない場合，現在自己への失望や
未来に対しても悲観しやすくなることが考えら
れる。しかし，女性において，現在自己と予想
自己のズレが大きいほど，個人の現在への態度
と個人の未来への態度はポジティブになること
も明らかとなった。このことは，女性の将来に
おける自分の肯定的評価を予想できるため，未
来への希望に繋がると考えられる。また、女性
のほうが，結婚・出産なども含めライフコース
に幅があるため，男性よりも将来への期待や希
望が多くなる可能性を示すと考えられる。
　一方，男性では現在自己と理想自己の間のズ
レが大きいほど，個人の過去への態度はネガ
ティブになることが明らかとなった。これは，
現在の状態と理想とする状態の間のズレが大き
くなると，「あの時こうしていればよかった」
と“後悔”することで，過去への態度がネガティ
ブになりやすいのではないかと思われる。また，
男性では理想自己が女性より低く，将来の自分
に対する理想像を思い描きにくいことが示され
た。これは，不安定で将来への見通しの立ちに
くい現代社会の影響を受けやすいことに加え，
一般的に男性では，職業中心のライフコースを
取りやすく，理想像を描きにくいことが影響し
ていると考えられる。

総合考察
　本研究では，現代の青年がどのような時間的
展望を持っており，個人の時間的展望に何が影
響を与えているのかということを，杉山（1995）
の先行研究と比較しながら明らかにし，現代の
青年期における自己像と時間的展望について検
討することを目的として調査を行った。現在自
己と理想自己のズレが大きいほど，個人の現在
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への態度はネガティブになることがわかり，20
年前と同様に現代青年においても現在自己と理
想自己とのズレに対して無力感や葛藤などを抱
いていると考えられた。また，自我同一性レベ
ルの高群・低群においても，自己像間のズレと
個人の現在への態度との関連はみられなかった。
このことは，自我同一性の混乱が大きい人に
とっては，現代社会の不安定さや見通しの立ち
にくさによって，未来への展望をより持ちにく
くしていると考えられた。何よりも，本研究で
特徴的なことは，杉山（1995）は指摘しなかっ
た性差についてである。20年前と比べて，不安
定さや見通しの立ちにくい現代社会では，青年
は現在の自己と未来の自己の関連の中で，時間
的展望を捉えることが難しくなっていると考え
られるが，女性では男性とは異なることがわ
かった。これらのことは，女性のほうが男性よ
りも自己の成長に期待することが多く，現時点
においての自身の未来への変化への期待や希望
を抱きやすいのではないかと考えられる。ライ
フコースに幅のあることを肯定的に捉え，多様
な役割・価値観を持ちながら，臨機応変に対応
を考えていくことが，時間的展望を広げること
に役立つと思われる。また，青年期において時
間的展望を意識する過程で，自らが人生の主体
であると実感することがネガティブな感情をや
わらげ，あるがままに生きることを可能にする
と考えられる。今後の課題としては，各自己像
間のズレに影響を及ぼしている要因についての
より詳しく検討していく際に，各自己像間のズ
レを因子ごとに比較する必要があり，各自己像
の因子を構成する３項目を揃えての検討が必要
であると考えられる。
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